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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 212 施策

活動実績
評価の視点

【自主防災組織への補助制度新設による拡充】

（１）防災用資機材給付団体数
新たに結成された単一自治会を対象とした自主防災組織に、資機材を給付した。
平成30年度…8団体　　　令和元年度…7団体　　　令和2年度…4団体

（２）自主防災組織活動補助金給付団体数
連合自治会単位の自主防災組織の結成支援及び活動促進のため、補助金を創設した。
令和2年度…19団体

防災意識向上のため、災害が起こる前・起こった後にとるべき行動や市の情報発信の方法
を紹介した「ぼうさいにゅーす」を市民に全戸配布した。

1
所管
室課

※課題があるものは■

市民ニーズ、
社会的役割

□

事業名 自主防災推進事業危機管理室

年度

決算額　(千円)

一般財源の比率（％） 100.0

10,537

令和２年度

市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

防災ブック及び洪水・内水ハザードマップを吹田
市内への転入者に配付しているが、近年、全国各
地で大規模な浸水害が多発しており、ハザード
マップについては大阪府の洪水リスク最大想定の
変更や高潮被害想定の公表に伴い、マップの速
やかな更新等を行う必要がある。
また、自主防災組織結成についても、まだ結成さ
れていない連合自治会等へ支援を行っていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

※課題があるものは■

□

事業概要
防災ハンドブックの作成・改訂、防災リーダー育成、防災用敷材給付、自主防災組織支援

所管
室課

事業名

事業概要

事業概要

事業名
所管
室課

決算額　(千円)
評価の視点

令和２年度年度活動実績

今後の実施計画
の方向性・内容

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

一般財源の比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管室課 事業名

防災力・減災力の向上

自主防災推進事業 所管部局 総務部

事業名所管室課

管理事業
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